
まちにもともとある流れ

体の疲れをとる
身体へのアプローチ

病気・怪我を治す
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新しくつくりたい流れ
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めぐる文化複合施設

初期イメージ図
　　　平面だけではなく上下にめぐる

長岡のまちにもともとある源氏山を中心としたいくつもの循環を
プロジェクトに落とし込み、人々が建築内をめぐるようにあるくこ
とを提案する。

心を癒す、育てるリフレッシュさせるような心にアプローチが向い
ているプロジェクトを計画することによって、源氏山の下端にある
大きな病院と上端にあるこのプロジェクトで源氏山を中心とする
生死の循環を生み出したい。

配置ダイアグラム

面積表
機能・諸室 目安㎡ 詳細 目安㎡

ライブラリーエリア 2500
005ーナーコ架開0521アリエ架開般一
003ーナーコ覧閲

レファレンス・ブラウジングコーナー 135
511ーナーコ覧閲・架開052アリエ架開童児
56料資VA003アリエアィデメ
54聴視人個
06室習自052他のそ
06室習学プールグ
05室議会
09室務事
02スンラトンエ003部有共
001ルーホスンラトンエ
005エイワホ
52レイト
001ーターベレエ・段階

計 2165
ギャラリーエリア 2500

004１室示展0001アリエ示展
002２室示展
012３室示展
001)大(エリトア055アリエエリトア
05プッョシーリラャギ005アリエプッョシ
521ェフカ
02スンラトンエ003部有共
08ルーホスンラトンエ
003エイワホ
52レイト
001ーターベレエ段階
002庫蔵収052他のそ
54室務事

計 1855
まちの歴史資料館 2000

031スーペス示展007アリエ泉温岡長豆伊
552室示展006アリエ泉温川野狩
011室示展003ータンセ光観豆伊
58プッョシ産土お002プッョシ
02スンラトンエ003部有共
08ルーホスンラトンエ
005エイワホ
52レイト
001ーターベレエ・段階
04室務事002他のそ
01室湯給
001庫倉

計 1455

設計概要

所在地：静岡県 伊豆の国市 長岡地区 狩野川
主な用途：文化複合施設
敷地面積： 
建築面積:2524㎡
延べ床面積:6230㎡
キーワード：文化複合施設、狩野川
                      ミズベリング

機能は「アート」、「まちの歴史」、「本」、「自分」を軸として
ギャラリー、ライブラリー、歴史資料館、瞑想空間を提案する。

・施設内にライブラリー、ギャラリーなどを固めて配置するのではなく
バラバラに配置する

・メインエントランスは3か所設け、それぞれ違う階に設定する

・ギャラリーは展示室を3室配置し、１つは市民開放ギャラリーとする

・一階は一般開架を中央に配置して
ライブラリーが広がっていくように設計する

・２F+BRIDGESのメインエントランスは
南西側とし、観光客が訪れやすくする

・自転車置き場を確保する

・建築自体はトラス構造で支え、橋部分は
アーチ構造で支える

・瞑想空間は気軽に入れる空間にする

・まちの人により狩野川に親しんでもらう

・まちのサードプレイスになるような場所
をつくる

計画

敷地写真

市民

市民

観光客

市民

高校生

人の流れダイアグラム

断面スケッチ
円錐台のガラスに緩やかに階段がめぐる

狩野川(水深約８ｍ)

放水路

狩野川が約２ｍ
増水すると自動的に
放水路に流れる

一般開架
テラス

伊豆観光センター

会議室

自習室

瞑想空間

展示室３

ライブラリー
事務室

アトリエ

24時間開放

テラスから中に入る
ふらっと立ち寄れる場所に

アートに関する
本たち

参考書

誰もが自由に使える作業場
体験イベントも実施

狩野川展示室

一般閲覧

温泉展示室 グループ学習室

展示室２
ギャラリーショップ

資料館
事務室

お土産ショップ カフェ

レファレンス
ブラウジングコーナー

ギャラリー
事務室

市民ホール

控室

収蔵庫
AV資料室

個人視聴室

子供ライブラリー

展示室１
市民開放ギャラリー 景色が一望できる

とても心地よい場所に配置

新聞・雑誌など
隣のカフェで買ったドリンクを
飲みながら読むことができる

絵本・図鑑など
川を見ながら本をパラパラめくる
楽しさを覚えてもらう

小ホール

長岡のお土産が並ぶ
温泉まんじゅう子供たちの作品など

季節によってさまざまな作品を展示
有料展示室(展示室２・３)のチケットを販売

中央は映像展示

旅に関する本
健康に関する本

伊豆長岡温泉の歴史について


